
株主各位

議決権行使書のご返送のお願い

本年度も新型コロナウイルス感染防止のため、総会会場へご入場いただける人数に

制限を設けさせていただきます。

当日ご入場いただけない場合がございますので、可能な限りご出席をお控えいただき

同封の議決権行使書用紙にてご返送くださいますようお願い申し上げます。

株式会社日高カントリー倶楽部

株主総会 事務局

議 決 権 行 使 書
私は令和5年 3月 24日 開催の株式会社日高カントリー倶楽部

第64期定時株主総会の各議案につき下記 (賛否を○印で表

示)の とおり議決権を行使します。

継続会または延会となった場合にも上記により議決権を行

使します。

住 所

氏 名

NO.

|       |
株 主 番 号

令和 5年 3

101011岬
行使できる議決権の数

株

(1010111)
所有株式数

月   日

株 主 番 号

株式会社 日高カントリー倶楽部

第64期定時株主総会

撃 日時
1  場所

令和5年 3月 24日 (金曜日)午前8時30分

埼玉県日高市高萩1203番地
株式会社 日高カントリー倶楽部

会議室

<お  願  い>
線 ①当日ご出席願えない場合は、議決権行

胃売管高萬轟野香電危告返窪雫EttF
②当日総会にご出席の場合はこの用紙を
切り離さずにそのまま会場受付にご提
出下さい。

靱 株主優待券
有効期間 2023年 4月 より2024年 3月 まで

●本券は 1枚で4名様までこ利用いただけます。
0本券のこ利用は平日のみとします。(平日扱を含む)

0本券こ利用の料金はプレーフィ半額の1人

9,000円 (税別)と します。
●本券に記名なきものは無効とします。

様

殿
こ利用日時 東 西 南 コース スタート

予約方法

予約電話番号 … 042…989-1311
0プレー日の lヶ 月前の同一日の9時30分より電話にて受付します。
●予約は1組単位でお願いします。1名では受付けません。
●プレー当日は本券を必ず持参の上、朝受付時にフロントヘ提出願います。

持参なき場合は、平常料金となりますのでこ了承願います。

株式会社 日高カントリー倶楽部 埼玉県日高市高萩1203番地 0(042)989-1311

―
ロ

|ぽ

第1号議案 定款一部変更の件 原案に対し 賛 否

第2号議案 取締役4名選任の件 原案に対し 賛 ( 除く) 否

第3号議案 監査役2名選任の件 原案に対し 賛 ( 除く) 否

第4号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件 原案に対し 賛 否

各議案につき賛

否の表示をされ

ない場合は、賛
の表示があった

ものとして取扱
います。
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株主総会にご出席される場合、新型コロナウイルス感染防止のためご入場

いただける人数に制限を設けさせていただきます。ご用意できる席数を限

らせていただきますので会場にご入場頂けない場合がございます。

また、株主総会にご出席される際は、マスク着用・アルコール消毒・検温

などの感染防止予防策にご協力いただきますようお願い申しあげますと共に

お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう

お願い申しあげます。

尚、例年株主総会終了後開催 してお ります株主懇親 ゴルフ会は、今年も同日

に開催いたしますのでご参加のほど宜 しくお願い申しあげます。
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(2)設備投資等の状況

当事業年度における設備投資の総額は、149,877千 円で、その主な

ものは次のとお りであります。

構築物  フェンス新設工事          29,610千 円

構築物  従業員駐車場防球ネッド設置工事   17,570千 円

機械装置 リール研磨機更新          9,800千 円

(3)資金調達の状況

該当事項はありません。

(4)当社が対処すべき課題

1)減資後の安定した利益体質構築のため諸経費の見直し、圧縮を行

い財務体質の強化を図つてまいります。

2)SDGsに 関連 して以前からのテーマの取 り組みを進め、関連業界の推

進役としての地位を確立していくよう努めてまいります。

3)環境問題、エネルギー問題への対応としてグリーン トランスフォー

メーション(GX)へ の取 り組みを進め、SDGsの関連項 目を進めてまい

ります。
4)ゴルフコース全般及び付帯設備につきましても、メンテナンスの充

実を図り、より良いプレー環境の向上及びプレーヤーの満足度UP
に努めてまいります。

5)企業の社会的責任への取 り組みを継続的に行い、特に地域社会の一

員としての責任を全 うしてまいります。

以上の課題の推進に注力 し企業価値の向上を目指 してまいる所存で

す。株主の皆様には、今後とも一層のご支援、ご協力を賜 りますよ

うにお願い申し上げます。

〉〈SDGs  Sustainable Deve10pment Goals

テーマ N03  すべての人に健康と福祉を

N06  安全な水とトイレを世界中に

N07  エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

N09  産業と技術革新の基盤を作ろう

N011 住み続けられるまちづくりを

N013 気候変動に具体的な対策を

N015 陸の豊かさも守ろう

全17テ ーマの内7テーマを対象といたします。
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2 会社の株式に関する事項

株式の状況 (令和4年 12月 31日 現在)

① 発行可能株式総数       2,980株
② 発行済株式の総数       2,147株
③ 株主数           1,561名
④ 大株主

3.会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

4 会社役員に関する事項

(1)取締役及び監査役の状況 (令和 4年 12月 31日 現在 )

(注)1 取締役内藤潔、多賀俊幸の 2氏は、社外取締役であります。
2.監査役伊東輝昌、宮島壮太、岩崎徳雄の3氏は、社外監査役であります。

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

東 ソ 開

株 %
7.7

高 橋 正 孝 6 1

大

'可

原 茂 夫

日 産 東 京 販 売 ホ ー ル デ ィ ン グ ス い

金 沢 朋 子 19

内 藤 潔 10

田 集 英 社 5 02

宮 本 製 粉 田 4

医 療 法 人 社 団  明 芳 会 2 01

旭 化 学 合 成 m 他 29名

氏 名 地 位 及 び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況

大 河 原 茂 夫 代 表 取 締 役 社 長

高 橋 正 孝 代 表 取 締 役

泉  田 保  夫 取 締 役

内  藤   潔 取 締 役

多 賀 俊 幸 取   締   役

松 本 護 取   締   役

伊 東 輝 昌 常 勤 監 査 役

官 島 壮 太 監 査 役

岩 崎 徳 雄 監   査   役
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名氏 当事業年度 にお ける主な活動状況

取締役 内  藤 潔
当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 に出席 し、経営の執

行について指摘、助言を行つてお ります。

取締役 多 賀 俊 幸
当事業年度開催の取締役会5回の内5回 に出席し、経営の執

行について指摘、助言を行つております。

監査役 伊 東 輝 昌

当事業年度開催の取締役会5回 の内5回、監査役会6回の内6

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行つており

ます。

監査役 官 島 壮  太

当事業年度開催の取締役会5回の内5回 、監査役会6回 の内6

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行つており

ます。

監査役 岩 崎 徳 雄

当事業年度開催の取締役会5回 の内2回、監査役会6回の内2

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行つており

ます。

③ 当事業年度における主な活動状況

(注)社外取締役及び社外監査役が果たすことが期待される役割に関して

行つた職務の概要は、以下の通 りです。
。取締役内藤潔氏は、企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に

基づき、独立した立場から当社の経営全般に大所高所から先を見据

えた助言 。提言を行つていただき、経営の監視 。監督の役割を適切

に果たしました。
。取締役多賀俊幸氏は、企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に

基づき、独立した立場から当社の経営全般に大所高所から先を見据

えた助言・提言を行つていただき、経営の監視・監督の役割を適切

に果たしました。
。監査役伊東輝昌氏は、企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に

基づき、独立した立場から当社のコンプライアンス及びガバナンスに

おける有益かつ貴重な助言 。提言を行つていただき、当社の監査体

制強化に適切な役割を果たしました。

・監査役宮島壮太氏は、企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に

基づき、独立した立場から当社のコンプライアンス及びガバナンスに

おける有益かつ貴重な助言・提言を行っていただき、当社の監査体

制強化に適切な役割を果たしました。
。監査役岩崎徳雄氏は、企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に

基づき、独立した立場から当社のコンプライアンス及びガバナンスに

おける有益かつ貴重な助言 。提言を行つていただき、当社の監査体

制強化に適切な役割を果たしました。
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6.業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制、その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概

要は以下のとお りであります。

(1)取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制

取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合 し、かつ社会

的責任を果たすためコンプライアンス 。マニュアルを周知徹底させ、

定期的にマニュアルの見直しを行 うとともに教育等を実施する。

(2)取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

重要な意思決定及び報告に関しては、文書の作成、保存及び廃棄に

関する文書管理規程に従い、職務執行に係る情報を文書または電磁的

媒体 (以下、文書等とい う)に記録 し、保存する。取締役及び監査役

は、常時、これらの文書等を閲覧できるものとする。

(3)損失の危険の管理に関する規程その他の体制

各部門は、それぞれの部門に関するリスクの管理を行 う。各部門の

長は、定期的にリスク管理の状況を取締役会に報告する。新たに生じ

たリスク並びに生じる恐れのあるリスクについては取締役会において

対応責任者たる取締役を定める。

(4)取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

意思決定プロセスの簡素化等により、意思決定の迅速化を図るとと

もに、重要な事項については臨時取締役会を開催 し合議制により慎重

な意思決定を行 う。

(5)監査役がその補助すべき使用人を置くことを決めた場合における当該

使用人に関する事項

監査役の補助をする使用人は、各部門の部門長あるいは部門長が指

名 した使用人が必要に応 じてこれに当たることとする。
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貸 借 対 照 表

(令和 4年 12月 31日 現在)

部の産資 部の債負

目科 額金 目科 額金

材

蔵

払

費

人

費

法

消

払

収

収

動 資 産

現 金 及 び 預 金

営 業 未 収 入 金

有 価 証 券

定 資 産

有 形 固 定 資 産

建

構   築   物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

立       木

コ     ー     ス

土       地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

借   地   権

ソ フ ト ウ ェ ア

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

敷 金 及 び 保 証 金

長 期 前 払 費 用

そ   の    他

千 円

1,278,755

831,011

34,518

100,362

4,034

3,671

13,330

242,485

11,767

10,238

27,335

2.491,574

2,446,286

272,319

256,301

51,416

8,726

17,801

170,169

556,329

1,087,461

25,759

3,887

1,086

1,575

1,225

41,400

227

38,475

1,108

1,589

預

流 動 負 債

買   掛   金

リ ー ス 債 務

未   払   金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

前 受 収 益

賞 与 引 当 金

そ   の   他

固 定 負 債

リ ー ス 債 務

入 会 金 預 り 金

会 員 預 り保 証 金

長 期 前 受 収 益

役員退職慰労引当金

退 職 給 付 引 当金

千 円

112,074

13,027

8,371

18,483

47,498

1,620

8,187

9,608

4,903

374

2,354,247

19,930

334,800

1,925,000

7,206

29,383

37,926

負 債 合 計 2,466,321

部の産資純

資   本   金

資 本 剰 余 金

その他資本剰余金

利 益 剰 余 金

その他利益剰余金

別 途 積 立 金

繰越利益剰余金

評価 ・換算 差額等

その他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

1,303,887

100,000

1,113,350

1,113,350

90,537

90,537

570,000

∠ゝ479,462

121

121

純 資 産 合 計 1,304,008

資 産 合 計 3,770,330 負債・純資産合計 3,770,330

(注)記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

-12-

料

品

金

用

税

税

物



-81-

°
準率

`錯
)n普¥))尋

`略
7堆幣⑦製¥日+｀■1諄0導電(■)

0ヤι
`9

平靭障宗

0,Z`0雛業章0イ筆曽J｀雑Yヨ

886.8軍1ま畔師宗畔IE雑

960`91

CII`ι爵昨判軍豆
=□

¥爵鵠

平革撃

Z9Z.lZ610`61

0,I`I

860`I

Y畔

‖纂導軍身
=回

0宗題0■■
′

Лま4釜

Ψ 昴 平 華 尋

991`9¥軒半尋

919`981
=醸

島耐―,■甚単聖

19,`101Ψ靭Tエ
キ

0'9.0,6

Z01.ZιO`l

日■

ヨ

叫

η

酎

軍

酎

当
　
是
　
珊

工
手

僻撃

　

⑦ Y

%
票じ

/

Y酎―γκ口9■単0当
］
早工

一

009`981

09Z`8Z

I16`881

フフZ`899

961`OIZ

日■

↓ 聖日律

(2■日18ビZI寺レ唯↓q、γ tt IビI寺レ唯↓)

畢草担華爵

T



株主資本等変動計算書

(令和4年 1月 1日 から令和4年 12月 31日 まで)

(単位 :千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 益 余 金

株 主 資 本

合   計
他

金

の

剰本
資本剰余金

合    計

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益剰余金

合    計別1途 薇立金
益

金断
余

繰

剰

当 期 首 残 高 1,213,350 570,000 ∠ヽ485,205 84,794 1,298,144

当事業年度中の変動額

当 期 純 利 益 5,743 5,743 5,743

減 資 △1,113,350 1,113,350 1,113,350

株 主資本以外 の項

目の 当事業年度 中
の変動額 (純額 )

当事業年度中の変動額合計 △1,113,350 1, 113,350 1.113,350 5,743 5,743 5,743

当 期 末 残 高 100,000 1, 113,350 1,113,350 570,000 ∠ゝ479,462 90,537 1,303,887

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券評価菫額金

評価 換算

差額等合計

当 期 首 残 高 1,298,178

当事業年度中の変動額

当 期 純 利 益 5,743

減 資

株 主資本以外 の項

目の当事業年度 中
の変動額 (純額 )

当事業年度中の変動額合計 5,830

当 期 末 残 高 1,304,008

(注)記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

-14-



-91-

°
準率6繁)a梨灌

2Ψ抑)享判γ027■晋⑦Yユー手
｀

`ヰ
)η静普そゾヨー子⑦田

"ま

静∠4/F

Y酌ン4/ ①
・      ‐ °

■)a黎
⑦⊥

`■
1(単

′
刹⑦革黎9準黎躍2Ψ節)野

′
割⑦革国9■習軍そ黎撃影啓県梁0■■

M⑦黎肇0コンT9`igコ1業章ψ重■9■園コlΨ酎9aTつ、γ財音⑦P鬱童0■宗

載晋T催0日単ρttΨ節(9)
°
■準哺)nT擢

日■888`6Zコ暉凛島副-0イ単軍聖)ηマ爵Y制0宗1會

“

増徹暮営り
｀
コ聾愚箔

`寿
ア1=畔°

マ
´
1ヨ「

″
13円2「

=辟
S2準園コ1●章口

““

に
｀
ウ

“

遇徹子0イ順酵Sを

準祥コ諺草瑠・諺撃聖」コlγ掛
｀
中γ9γ瓢■1ヽ今躊¥00係瑠徹暮営諺

｀
■lTII宗

(酵罫口γヨ)

°
手■6=)aT愕そ聖7■ッ軍0半掛〉0軍デ|=降9準

園コ1●章口

““

唯
｀
金

“

:理菫寄製ヒ罷罫lρイ旧準9準祥コ

'諺

軍瑠
｀
Rfレ当

pツXI1 9_f=ツ軍コ1判祥基ヒ罷ヨ(

ウ宗1會

“

籍紺暮営諺 ③
°
準率6年)nT擢7聾7笞⑦黎ヨ科ツ

徹暮ワ

`1鉾

デ

'半

軍当業章味
｀
中7 9 γttr円響徹理⑦営業影

｀
■10宗卸誹撤暮 ⑦

°
準準年゙

)nT擢♀0詈コ1聖7笞ツ軍
｀
中γ9γ判コ1■軍⑦青草0営業影

｀
コ●宗1會青葺 ①

載晋T擢0●宗|:(レ)

°
準■6鉢)■ビ当2黎塑

=9準
7菫2聾叫攣築

｀
η?導多ビ瓢2園鮮ゾー

` 軍豆Y―(9"r,1倉竃アー
`。

アイ子″∠∠彰壽颯黎単堕

翼リアー
` 

③
°
準準6年)O Tri黎爵

=〉
0詈コ

'(当
9)園鮮騨L日

"ま

9`1イコ1甲■マ1)ヽACri(影田nま■日)∠r

`ヽ

∠K｀■77°準翠a嗜)OTデ1ョ聾ユ
｀
準1景70酵潮叫黎⑦コリユロ外導

(〉割そヨuY―r)コ場
=回

外導 ②
°
準■69)O f ri黎爵

=｀
■1)ヽncri∽彰摯

｀
朝聖冒柳∽寝γη膨聖ri

ラて日Iビレ当8御±0イ(〉判2期籠冒柳啄ヨ)総霊7 η tttri砂て日Iビレ

当OI筆士
｀
■77°準■

`嗜
)OTコ1黎素

=｀
コ黎イ0解爵叫黎0軍纂

=日
外単

(〉判27uアーr)翼募2回窪単 ①

黎

“

⑦諄卿⑦軍募
=回

(8)

撃叫当〉0詈コ

'■

解士楊

霊Υ判今ヽψO離叫静単

(3章aF
ri撃

“

士靭
=1叫

当噂軍
｀
■凛腎arコ黎Yコ軍纂聯鰈0｀■

'聾
翼叫饗)黎叫蜘

⑦望⑦彰
`霊

¥判Aヽψ⑦針叫静単

業型叫単硼02
°
準率

`繁
)■ビ着2(黎聾

=)妥
叫当好副

業副⑦明日身着障製

髪型叫単(Z)
°
準羊

`繁
)a叫催)。Tコ1(3章6Tコ|コイ⑦コ上晰叫彗9Tコ1上り0■7n■1

聖叫¥当祥尋導)■叫当〉9詈コ,黎需γYγ97手4ヽ｀■1習禦網ρY特絆当
｀
智製(I)

+`ギ擢し孝董軍
・I

¥聖翠ng則



② 食堂売店売上

食事の提供及び物品の販売を行っており、提供を行つた時点で収益の認識をして

おります。

③ その他営業収入
ゴルフ場利用に関するその他のサービスを提供しており、サービスの提供を行つ

た時点で収益の認識をしております。

④ 年会費

会員の年会費については、当該年会費に対応した期間にわたり収益を認識してお

ります。

⑤ ロッカーフィー

会員へのロッカー貸与サービスを提供しており、当該使用期間にわたり収益の認

識をしております。

⑥ 名義書換料

名義書換料は、名義書換等により収受した時点で会員資格を付与するものであ

り、入金後名義書換等の手続き完了時に収益を認識しております。

2.会計方針の変更に関する注記

(1)収益認識に関する会計基準等の適用
「収益認識に関する会計基準」 (企業会計基準第29号 2020年 3月 31日 。以下「収

益認識会計基準」という)等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービ

スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれ

る金額で収益を認識することとしております。当事業年度の損益に与える影響はあり

ません。

また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書き

に定める経過的な取扱いに従つておりますが、繰越利益剰余金の期首残高へ与える影

響はありません。

(2)時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」 (企業会計基準第30号  2019年 7月 4日 。以下

「時価算定会計基準」という。)等 を当事業年度の期首から適用し、「時価算定会計

基準」第19項及び「金融商品に関する会計基準」 (企業会計基準第10号 2019年 7月

4日 )第44-2項 に定める経過的な取扱いに従つて、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、計算書類に与

える影響はありません。

また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関

する事項等の注記を行うことといたしました。

3.表示方法の変更に関する注記

名義書換料により収受する名義書換料及び家族会員入会金については、従来、その

金額を「営業外収益」に計上しておりましたが、当事業年度より「売上高」に含めて

計上しております。

これは、「収益認識に関する会計基準」の調査・検討を契機に、収益の内容を精

査・整理した結果、営業外収益に計上していた名義書換料及び家族会員入会金を売り

上げに計上する方が事業の実態をより適切に表示することが可能になると判断したこ

とから、表示方法の変更を行ったものであります。
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L」■Zιὶ989`Z        聾擢晋嘩副叫梨0ヨ場
=回

裂単

聖■9準園コ1¥苗祥尉纂 9

°
■準69、γイア

`9γ
青2嘔彰孝量草ri聾09準響灌

)ヽ1“コ軍寺業章慶
｀
69、7]響L9(1百7轟箔)OTコ霊嘔並0勒彰累剛孝¥認

立⑦半J｀、γ準翠0繁)■3γOTコ1抑昧76肇笞⑦畢薔0身ヨ副■
'340聖

T
°
準翠

`ヰ
)0影26馨笞⑦T擢し⑦寺擢0翻0翼場

=回
⑦障ビZI

ルレ唯↓)■34?⑦
'9準

撃対■1軍寺9唯↓マ撤、γ機箔姿県
｀
γ率剥2島辞襲〉

0平コlヨ辞罫0諄彰
°
準準留゙コ1蟹獣ψ騨図■

'Pr'準
艘4コl認I旱彰障駒¥抑き

76、γコ⑦慟↓
｀
■1)●Cri轟猪⑦¥4談壼⑦軍業攣ア4/″4千口r面撃

｀
9■

°
(準

`年
)

0身母0肇笞♀0雪コ|―口∠・‐4イキキ¥ホトツ7マ用意)q?裁髯2霊章■0コ

寺業章至
｀
コ)0■9■燿灌0¥ヨヨ梨Oettγ費マ

=際
79準η孝γヽ』]FO爵コ

°_¥=準
n宗ッ

`曇

、γ霊7ル豊lヽη暑⑦暖雲子静具馬璽″
｀
亘発1ヽ∩髪⑦駆

論具剛■1〉nS歌ビ⑦軍募■lX｀ア子″ム)■臀報、γΨ爵90Tつγヽ暉晏半員
｀
■

'

)η?彰章孝T9■7り]F⑦爵察
°
準率

`繁
)■3昧2蕩単⑦』]r⑦爵黎)■東

/-4/′軍場⑦―貴アIマF日章γ
｀
6年)η7業童97T2具剛争∠4/F｀■

'■

宗

酵襲0準園コ,▽M⑦
`肇

笞⑦T擢↓η量軍9q湯コ,ロユγηng睾(z)

日.L98Z`9シフ̀ZヨM=回裂単

聾●γnT擢コ1当星章催⑦軍多業章味(I)

(爵軍⑦軍募
=回

)

饉■9準園デ
'`穀

笞⑦T擢↓η壺軍・シ



(*1)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済される
ため時価が帳簿価額に近似するものであることから記載を省略しています。

(3)金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じ
て、以下の3つのレベルに分類委しております。

レベル 1の時価 :同一の資産又は負債の活発な市場における (無調整の)相場価
格により算定した時価

レベル 2の時価 :レベル 1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なイン
プットを用いて算定した時価

レベル 3の時価 :重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用してい

る場合には、それらのインプットがそれぞれに属するレベルの

うち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに
時価を分類しています。

有価証券及び投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しています。上場株式は活発な市場で取引されてい

るため、その時価をレベル 1の時価に分類しています。債券は取引所の価格または取引
先金融機関から提示された価格によつているため、レベル 2の時価に分類しています。

敷金及び保証金

敷金及び保証金は賃貸借契約に伴う敷金等であり、賃貸借契約終了により将来回収が
見込まれます。当事業年度末においては、その将来キャッシュ・フローに対する割引率
をゼロとして現在価値を算定しており、レベル 2の時価に分類しています。

入会金預り金 。会員預り保証金
要求払いの特徴を有する入会金預り金 。会員預り保証金については、会員からの要求

に応じて直ちに支払われるものであり、当事業年度末に要求された場合の支払額をレベ

ル 2の時価に分類しています。

って貸借対照表計上額としている金融商品

区分 時価 (千 円)

レ^リレ1 レベル 2 レベル 3 合計

投資有価証券
その他有価証券
株式 227 227

資産計 227

時価をもつて貸借対照表計上額としている金融商品以外の金融商品

区分 時価 (千 円)

レ ベ ル

1

レベル 2 レベル 3 合計

有価証券
満期保有目的の債券

社債 100,180 100,180

敷金及び保証金 38,465 38,465

資産計 138,645 138,465

入会金預り金 334,800 334,800

会員預り保証金 1,925,000 1,925,000

負債計 2,259,800 2,259,800

(注)時価の算定に用いた評価技法及び
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会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書

株式会社 日高カントリー倶楽部

取締役会 御中

令和 5年 2月 24日

監査法人A&Aパ ー トナーズ

東京都中央区

堡轟 為 言
公認会計士 佐 藤  禎

蜀 為 :公 認会計士 寺 田 聡 司

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第 2項第 1号の規定に基づき、株式会

社 日高カン トリー倶楽部の令和 4年 1月 1日 から令和 4年 12月 31日 まで
の第64期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書 (以下「計算
書類等」とい う。)について監査を行つた。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当
と認められる企業会計の基準に準拠 して、当該計算書類等に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示 しているも
のと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基

準に準拠 して監査を行つた。監査の基準における当監査法人の責任は、
「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査

法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従つて、会社から独立

してお り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た してい

る。当監査法人は、意見表明の基礎 となる十分かつ適切な監査証拠を入

手 したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の

責任は、その他の記載内容を作成 し開示することにある。また、監査役

及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運

用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内
容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対 して意見を表

のではない
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螢疑義を生 じさせるような事象又 | に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不
確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の
注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対 して除外事項付意見を
表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書 日まで
に入手 した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当
と認められる企業会計の基準に準拠 しているかどうかとともに、関連
する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎 となる取引や会計事象を適正に表示 しているかどうかを
評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画 した監査の範囲とその

実施時期、監査の実施過程で識別 した内部統制の重要な不備を含む監査
上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行 う。

利害関係
会社 と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定

により記載すべき利害関係はない。
上
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2.監査の結果

(1)事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の

状況を正しく示 しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若 しくは定款

に違反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると

認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載

内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め

られません。

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人監査法人A&Aパ ー トナーズの監査の方法及び結果は

相当であると認めます。

令和 5年 2月 25日

株式会社 日高カン トリー倶楽部 監査役会

監査役(常 勤)伊 東 輝 昌 ①
監 査 役 宮 島 壮 太 ①

(注)監査役伊東輝昌、宮島壮太の2氏は、社外監査役であります。

以 上
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第 2号議案 取締役 4名 選任の件

本総会終結の時をもって、取締役高橋正孝氏、泉田保夫氏、内藤潔

氏、松本護氏が任期満了となりますので、取締役 4名 の選任をお願い

するものであります。

取締役候補者は、次のとお りであります。

者

号

補候

番
氏     名
(生 年 月 日 )

当
＞

担

況

位
状

地

の

るナ
職

ぉ
兼

社
な

当
要

歴
、
重

略
＜

る

の

数

ず

社

式

所

当

株

1
高 橋 正 孝

(昭和12年 10月 2日 )

昭和35年 昭和電工梱入社

昭和49年 当社取締役

昭和62年 当社代表取締役社長

令和 3年  当社代表取締役 (現在)

130株

2
泉 田 保 夫

(昭和22年2月 27日 )

昭和44年 東京 日産自動車販売m入社

平成 17年  同社取締役

平成23年  当社相談役

平成25年  当社取締役 (現在)

3
内  藤  潔

(昭和47年8月 12日 )

平成7年  m鍛 治屋敷入社

平成16年 慶應義塾大学総合政策学部講師

平成21年 圏鍛治屋敷代表取締役 (現在)

平成27年 当社取締役 (現在)

21株

4
松  本  護

(昭和31年 H月 17日 )

昭和54年 mブ リヂストンスポーツ東京入社

平成10年 いブリヂストンスポーツ

東日本取締役

平成26年 当社支配人

令和 3年 当社取締役総支配人(現在)

(注)1.各 候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

2.内藤潔氏は社外取締役候補者であります。

内藤潔氏の企業経営全般の豊富な経験と幅広い見識に基づき、当社の経営全般

の監督と助言を期待し平成27年 3月 に当社取締役に選任、当社の業績向上に貢

献していただいております。当社のさらなる成長のため、業務執行に対する

監督、助言等頂くことを期待し、引き続き取締役として選任をお願いするも

のであります。

3 内藤潔氏の当社取締役の在任期間は本総会終結の時をもつて8年であります。

4 当社は会社法第430条の 3第 1項の規定により役員等賠償責任保険契約を

保険会社との間で締結しており、2023年 1月 に当該契約を更新しております。

当保険契約は取締役等がその職務の執行に関して責任を負うこと、または当

該責任の追及に係わる請求を受けることによって生じることのある損害が

補填されており、その他の内容につきましては、事業報告に記載の通りで

あります。各候補者が選任された場合には、候補者各氏は当該契約の被保険

者に含まれることになります。
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第4号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件

本総会終結の時をもつて監査役を退任される宮島壮太氏に対し在任中

の功労に報いるため、当社の基準に従い相当額の範囲内で退職慰労金

を贈呈することとし、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は監査役

の協議にご一任願いたいと思います。́

退任監査役宮島壮太氏の略歴は、次の通 りです。

氏   名 役 職 名 田各 歴

宮 島 壮 太 当社監査役 平成12年  当社監査役 (現在 )

以 上
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令和５年３月２０日 

株式会社日高カントリー倶楽部 

代表取締役社長 大河原茂夫 

 

令和５年３月８日付けでお送りしました「第６４期定時株主総会ご通知」において誤記が 

ございましたので訂正し、お詫び申し上げます。 

 

記 

 

訂正内容 

頁 項目 誤 正 

１５ 役員退職慰労引当金 将来の支給も込

額 

将来の支給額 

 

１７ 

 

会員預り保証金 

貸借対照表計上額 

(千円) 

1,952,000 1,925,000 

時価（千円） 1,952,000 1,925,000 

 

１８ 

敷金及び保証金 時価（千円）レベル２ 38,465 38,475 

時価（千円） 合計 38,465 38,475 

資産計 時価（千円）レベル２ 138,645 138,655 

時価（千円） 合計 138,465 138,655 

 

 

 

２７ 

 

 

第３号議案 

監査役２名選任

の件 

（注）２ 大竹茂氏、金沢

朋子氏は社外監

査役候補者であ

ります。 

大竹茂氏は社外

監査役候補者で

あります。 

（注）３ 大竹茂氏、金沢

朋子氏の経歴及

び見識から社外

監査役候補者と

いたしました。 

大竹茂氏の経歴

及び見識から社

外監査役候補者

といたしまし

た。 

以上 



令和 5 年 3 月 24 日 

株 主 各 位 

埼玉県日高市高萩 1203 番地 

株式会社 日高カントリー倶楽部 

代表取締役社長 大河原  茂夫 

 

第 64 期定時株主総会決議のお知らせ 

拝啓 日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本日開催の当社第 64 期定時株主総会において下記のとおり報

告並びに決議されましたのでお知らせいたします。    敬 具 

記 

報告事項 第 64 期（令和 4 年 1 月 1 日から令和 4 年 12 月 31 日

まで）事業報告及び計算書類報告の件 

  本件は、上記各書類の内容を報告いたしました。 

決議事項 

第１号議案 定款一部変更の件 

第２号議案 取締役４名選任の件 

第３号議案 監査役２名選任の件 

第４号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件 

本件は、原案通り承認可決されました。 

以上 

 

＊尚、招集通知に誤記がありました事を改めてお詫び申し上げます。 


